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府中市における市民等の移動実態と公共交通の現状（強み・弱み） 

１．府中市中心部への移動 

１-１ 市民の移動実態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１-２ 高次の都市機能の立地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１-３ 市内各所から中心部への公共交通の強み・弱み（想定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料２ 

○日用品以外の買物などについては、市内各所から市中心部である府中駅周辺への移動が多くみられる

（地区によっては市外への移動も見られる）。 

（１）公共交通の強み 

○日用品以外の買物で府中駅周辺

へ行っている人の交通手段は、

「自転車」と「徒歩」が４割以上

と多く、次いで「鉄道」が 23.0％

である。 

○「路線バス」と「ちゅうバス」を

合わせると 27.6％を占めてい

る。 

40.4%

45.0%

0.5%

11.8%

15.8%

23.0%

0.2%

19.5%

11.8%

0.2%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩

自転車

バイク・原付

路線バス

ちゅうバス

鉄道

タクシー

自家用車（自分で運転）

自家用車（家族・知人等による送迎）

福祉有償運送（府中市社会福祉協議会）

その他

無回答
n=431
MA=728

○府中駅周辺には、５つの大型商業施設が

立地しており、市内外から多くの買い物

が訪れる拠点となっている。 

○令和３年 5 月末には伊勢丹府中店跡地に

大型商業施設「MitteN 府中（ミッテン府

中）」がプレオープン、令和３年７月末に

は府中グリーンプラザ敷地に複合施設

（商業施設・ホテル）が開業予定である。 

■鉄道による中心市街地へのアクセス性が高い 

○中心市街地には、府中駅と府中本町駅の２駅が立地している。 

○府中駅は京王線が、府中本町駅は JR 武蔵野線と JR 南武線が通っており、市内各所や周辺地域から

アクセスしやすい。 

複合施設 

MitteN 府中 

■府中駅を起点とする路線バスが高頻度である 

○市域のうち府中駅の北・北西エリアにおいては、路線バスの運行本数が非常に多く、府中駅へアクセ

スしやすい。 

中心部へアクセスしやすい区間 

     ：鉄道 

     ：路線バス 

京王線 
JR 南武線 

JR 武蔵野線 

JR 南武線 
京王線 

※文化センター圏域で色分け 

日用品以外の買い物先 

回答数：431 

日用品以外の買い物での交通手段（府中駅周辺） 
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１-４ 今後の調査で把握すべきこと 

○公共交通による中心部へのアクセスの実態を把握 

・府中駅を起点とする路線バスの利用状況（市内のどの地区からの乗降が多いのか） 

⇒路線バス利用者アンケート 

 

・「ちゅうバス」の路線別の利用区間（乗降バス停）、利用目的、運行の効果等 

⇒ちゅうバス利用者アンケート、ちゅうバス乗降者数調査 

 

○自転車利用環境の実態を把握 

・府中駅周辺の駐輪場の実態 ⇒資料・データ整理 

・市内シェアサイクルの利用実態 ⇒シェアサイクル事業者へのヒアリング（データ提供依頼） 

 

15.9%

22.8%

35.3%

6.3%

7.9%

2.9%

2.9%

20.1%

3.3%

20.4%

9.1%

21.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

駅・バス停までの移動が大変

目的地までのバスがない

バスの本数が少ない

鉄道やバスの運賃が高い

タクシー料金が高い

タクシーを呼びにくい

タクシーの乗場がない

自転車駐車場が足りない

バイク駐車場が足りない

自転車の走行環境が悪い

その他

無回答
n=646
MA=1091

（２）公共交通の弱み ■コミュニティバス「ちゅうバス」により、市の縁辺部から中心部へのアクセスが確保されている 

○特に路線バスが運行していない、または運行本数の少ない市域の南側や東側において、コミュニティ

バス「ちゅうバス」が府中駅前まで 30 分間隔で運行している。 

南町・四谷循環 
よつや苑西ルート 

南町・四谷循環 
四谷六丁目ルート 

是政循環 

多磨町ルート 

北山町循環 

押立町・ 
朝日町 
循環 

朝日町 
ルート 押立町・朝日町循環 

押立町ルート 中心部へアクセスしやすい区間 

     ：ちゅうバス 

■自転車の利用環境が整備されている 

○比較的平坦な地形であるため、自転車でのアクセスがしやすい。 

○府中駅周辺には、4 箇所（約 1,600 台）の公共自転車駐車場と、9 箇所の民営自転車置き場があり、

多くが２時間まで無料となっている。 

○また、シェアサイクル（のりすけ）のステーションが市内（特に駅周辺）に多く設置されている。 

■路線バスと「ちゅうバス」の重複区間がある 

○「ちゅうバス」は、市内の交通空白・不便地域

をカバーしつつ、市の縁辺部から府中駅周辺

へアクセスするルートとなっていることか

ら、府中駅を起点に高頻度で運行している路

線バスと一部重複がみられる。（実際に重複区

間で利用されているかどうか確認が必要とな

る） 

○「ちゅうバス」の運賃は 1 乗車 100 円であ

り、路線バスの距離制運賃と差が生じている。

（例えば、府中駅～横街道間の路線バス運賃

は 200 円である） 

■「ちゅうバス」の距離が長い・遠回りである 

○空白対応と中心部アクセスを１つの路線で対

応しているため、迂回が多く長大（所要時間

が長い）なルートとなっている。 

○あまり利用されていない区間・バス停が存在

する可能性がある。 

■自転車の利用が多い一方で、中心部の駐輪場が使いづ

らさや、走行環境での課題がある 

○市民アンケート調査において、「自転車駐車場が足りな

い」「自転車の走行環境が悪い」との意見が 2 割程度

あった。 

〇府中駅周辺の駐輪場は充足しているものの、目的施設

近くに気軽に止められる駐輪場が少ないことが要因の

一つと考えられる。 

○また、市内の自転車走行環境の整備状況などを確認し、

課題を把握する必要がある。 

ちゅうバス 

府中市の公共交通について満足していない点 

回答数：646 
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２．各地区内の移動 

２-１ 市民の移動実態 

 

 

 

※日常生活圏域：住民が日常生活を営んでいる地域。地理的

条件、人口、交通事情その他の社会的条件、福祉・医療等

の施設の立地状況などを総合的に勘案して定める。府中

市では、「府中市福祉計画（R3～R8 年度）」において、

「市内にある 11 の文化センター圏域を基礎としたエリ

アであり、住民が主体的に地域の生活課題を把握し、解決

に取り組むことができる身近な圏域」と定めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２-２ 食料品スーパーや医院・クリニック等の立地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○食料品・日用品の買物や通院等については、日常生活圏域※や最寄り駅周辺への移動が多くみられる。 

○日常生活で最も利用す

る鉄道駅は、各地域の最

寄りの駅が多くなって

いる。 

○市域の北側（武蔵台・新

町）は中央線の駅も利用

している。 

○商業・医療施設ともに、府中駅周辺に集中している一方で、各日常生活圏域にも立地している。 

通院先 

日用品買い物先 

日常生活利用駅 
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２-３ 地区内の公共交通の強み・弱み（想定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２-４ 今後の調査で把握すべきこと 

○公共交通による地区内の利用実態を把握 

・「ちゅうバス」の路線別の利用区間（乗降バス停）、利用目的、運行の効果等 

・タクシー等の利用 

⇒ちゅうバス利用者アンケート、ちゅうバス乗降者数調査、タクシー利用者アンケート 

 

○地区内での移動における自転車の利用実態を把握 

・自転車による外出実態（年齢、外出目的、外出先、時間帯等） 

⇒市民アンケートのクロス集計、シェアサイクル事業者へのヒアリング（データ提供依頼） 

 

○各地区の交通の課題の深堀り 

・高齢者や子育て世代等の外出時の困りごと、免許返納など 

⇒民生委員アンケート、グループインタビュー 

回答数 割合

徒歩 777 68.4%
自転車 55 4.8%
バイク・原付 4 0.4%
路線バス 137 12.1%
ちゅうバス 50 4.4%
鉄道 3 0.3%
タクシー 18 1.6%
自家用車（自分で運転） 33 2.9%
自家用車（家族・知人等による送迎） 0 0.0%
福祉有償運送（府中市社会福祉協議会） 9 0.8%
その他 0 0.0%
無回答 50 4.4%
合計 1136 100.0%

回答数 割合

徒歩 722 63.6%
自転車 264 23.2%
バイク・原付 7 0.6%
路線バス 72 6.3%
ちゅうバス 20 1.8%
鉄道 3 0.3%
タクシー 7 0.6%
自家用車（自分で運転） 8 0.7%
自家用車（家族・知人等による送迎） 0 0.0%
福祉有償運送（府中市社会福祉協議会） 4 0.4%
その他 0 0.0%
無回答 29 2.6%
合計 1136 100.0%

52.6%

50.5%

1.7%

6.8%

7.7%

9.2%

0.3%

31.5%

13.9%

0.3%

0.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩

自転車

バイク・原付

路線バス

ちゅうバス

鉄道

タクシー

自家用車（自分で運転）

自家用車（家族・知人等による送迎）

福祉有償運送（府中市社会福祉協議会）

その他

無回答
n=1448
MA=2527

（１）公共交通の強み 

■日常生活圏域においては、徒歩・自転車での

移動が中心になっている 

○日用品の買物や通院に出かけるときの交通手

段は、「徒歩」「自転車」が最も高くなってい

る。 

○公共交通（バス・鉄道・タクシーを合計）は

24％である。 

○コロナ禍での生活変容により、徒歩・自転車

で移動できる範囲の外出が増えており、アフ

ターコロナにおいても、日常生活圏域の重要

性は高まる可能性がある。 

（２）公共交通の弱み 

■高齢者や子育て世代等のニーズに公共交通サービスが対応できていない可能性がある 

○文化センターを中心とした「日常生活圏域」において、身近な買物・通院が便利にでき、福祉・子育
て支援が充実しているなど、安全・安心なまちづくりの基盤として公共交通が期待されている。 

○一方で、地域の中の移動手段として、「ちゅうバス」や路線バスが機能しているのか、地区別の高齢者
数、高齢化率や子育て世代等のニーズ（移動で困っていることなど）を把握していく必要がある。 

日用品の買物に出かけるときの交通手段 

■市内に鉄道駅が多く、日常生活で利用する駅までは、徒歩・自転車での移動が中心になっている 

○天気の悪い日は、自転車が減り、路線バス・ちゅうバス・タクシーや自家用車が増えている。 

日常生活で最も利用する鉄道駅までの交通手段 

（天気の良い日） 

日常生活で最も利用する鉄道駅までの交通手段 

（天気の悪い日） 

■徒歩・自転車に次いで自家用車

による移動が多く、特に中心部

から離れた地区で顕著である 

○日用品の買物や通院に出かける

ときの交通手段は、徒歩・自転

車に次いで「自家用車（自分で

運転）」が 31.5％と多く、公共

交通の 24％を上回っている。 

○地区別の自家用車利用比率をみ

ると、府中駅周辺で低く（徒歩・

自転車が多い）、市の縁辺部で高

い。 

○コロナ禍で公共交通の利用離れ

（徒歩・自転車・自動車へ移行）

の可能性がある。 

日用品の買物における自家用車の利用比率 

■市の縁辺部に公共交通の満足度

が低い地区がみられる 

○公共交通の満足度を点数化（1

～5 点）すると、ほとんどの地

区が３点以上と満足寄りの評価

となっている。 

○一方、満足度の高い中心部及び

府中駅北側のエリアと比較する

と、市の縁辺部において満足度

が低い地区が存在している。 

○満足していない内容としては、

「目的地までのバスがない」、

「バスの本数が少ない」が多い。 公共交通に対する満足度（5 段階評価を点数化） 

回答数：1,448 
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３．市外へ（市外から）の広域の移動 

３-１ 市民（市外から）の移動実態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３-２ 広域の公共交通の強み・弱み（想定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○市民の通勤・通学は、市内での移動に加え、23 区や調布市、神奈川県、八王子市の移動も多くみら

れる。また、周辺市からの流入もみられる。 

○日用品以外の買物では、23 区や多摩市・調布市・国分寺市等への移動がみられる。日用品の買物や

通院についても、地区によって隣接市への移動がみられる。 

（１）公共交通の強み 

■鉄道による都心方面などへのアクセス性が高い 

○京王線の府中駅は、新宿駅から約 22km、特急で 25 分ほどの位置にある。 

○JR 武蔵野線及び南武線は、多くの路線との結節点を持つ東京圏の環状線群である。 

○市東部を南北に通っている西武多摩川線は、JR 中央線の武蔵境駅に接続している。 

（２）公共交通の弱み 

■公共交通空白・不便地域が行政境に存在している 

○バス交通空白地域および不便地域は、矢崎町や分梅町 3 丁目、分梅町 4 丁目、分梅町 5 丁目、白糸

台 4 丁目、幸町 3 丁目、栄町 3 丁目、晴見町 3 丁目、是政 3 丁目、是政 5 丁目、新町 2 丁目、新

町 3 丁目などに見られる。 

※多磨霊園や東京競馬場、法人事業所、郷土の森公園などの非居住地も多く含まれている。 

■府中駅～JR 中央線間の路線バスが高頻度である 

○路線バスが府中駅から JR 中央線の各駅（武蔵小金井駅・国分寺駅・西国分寺駅・国立駅）の間を高

頻度で運行しており、南北の充実した基幹交通軸となっている。 

■行政境の住民の移動ニーズと公共交通サービスにギャップが生じている可能性がある 

○コミュニティバス「ちゅうバス」は、市内各所の交通不便地域から市中心部である府中駅周辺への運

行ルートとなっている。 

○一方、行政境に近い地域等では、市内だけでなく隣接市等に生活圏があることも考えられ、既存の公

共交通サービスとのギャップが生じている可能性がある。 

通 勤 

通 学 
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３-３ 今後の調査で把握すべきこと 

○公共交通による広域移動の実態を把握 

・府中駅を起点とする路線バスの利用状況（市内のどの地区からの乗降が多いのか） 

⇒路線バス利用者アンケート 

 

○隣接自治体のコミュニティバスの市民の利用状況を把握 

・府中市縁辺部からの隣接自治体コミュニティバスの利用状況等 

⇒調布市、小金井市、国分寺市等の交通担当者へのヒアリング 

 

４．公共交通の利用環境等 

４-１ 市内の鉄道やバスの乗り継ぎ利便性 

１） 乗り継ぎ利用が想定される拠点（駅・バス停） 

○鉄道・バスの乗り継ぎが想定される拠点は、次のとおりとなっている。 

 拠点 対象となる路線・系統 備考 

鉄道⇔鉄道 

府中本町駅 ・JR 武蔵野線      ・JR 南武線 JR 改札構内 

分倍河原駅 ・JR 南武線       ・京王線  

府中本町駅 

・府中駅 

・JR 武蔵野線・南武線（府中本町駅） 

・京王線（府中駅） 

 

武蔵野台駅 

・白糸台駅 

・京王線（武蔵野台駅） 

・西武多摩川線（白糸台駅） 

 

鉄道⇔バス 

バス⇔バス 

府中駅 
【京王バス】路線多数 

（ちゅうバス）５路線６ルート 

 

分倍河原駅 

【京王バス】府 52・分 52（郷土の森総合体育館行） 

【京王バス】分 53（日野駅行） ※１便着のみ 

【京王バス】分 54（都営泉二丁目行） ※１便着のみ 

（ちゅうバス）南町・四谷循環 よつや苑西ルート 

 

中河原駅 

【京王バス】中 02・中 03（都営泉二丁目） 

【京王バス】桜 08（聖蹟桜ヶ丘駅）※土日 1 便のみ 

（ちゅうバス）南町・四谷循環 よつや苑西ルート 

（ちゅうバス）南町・四谷循環 四谷六丁目ルート 

ちゅうバスの

乗り継ぎ 

東府中駅 

【京王バス】府 75（武蔵小金井駅南口行） 

（ちゅうバス）多磨町ルート 

（ちゅうバス）押立町・朝日町循環 朝日町ルート 

 

 

多磨霊園駅 
【京王バス】武 85・武 95（武蔵小金井駅南口行） 

【京王バス】磨 01（多磨町行） 

 

武蔵野台駅 
（ちゅうバス）押立町・朝日町循環 朝日町ルート 

（ちゅうバス）押立町・朝日町循環 押立町ルート 

ちゅうバスの

乗り継ぎ 

多磨駅 

【京王バス】調 33（調布駅北口行） 

【京王バス】飛 01・飛 02（飛田給駅北口行） 

【小田急バス】鷹 52（三鷹駅行、朝日町三丁目・榊原

記念病院・車返団地行） 

（ちゅうバス）押立町・朝日町循環 朝日町ルート 

 

バス⇔バス 

（駅以外） 

多摩総合医

療センター 

【京王バス】国 03（府中駅～国立駅）・寺 85（小平団

地行）・西府 01（西国分寺駅～西府駅）・

西国 01（西国分寺駅行）・府 21（府中駅

行） 

路線バスの乗

り継ぎ利用可 

４-２ 主要拠点におけるバス乗場・案内 

○主要拠点におけるバス乗場の実態や案内状況等の確認が必要である。 

・対象拠点：府中駅、分倍河原駅、中河原駅、東府中駅、多磨霊園駅、 

武蔵野台駅、多磨駅など 

・乗場位置、歩行者導線 

・待合環境（ベンチ・上屋・風除機能・待合室等） 

・バス停情報（時刻表・路線図・バスロケ・サイネージ・多言語対応等） 

・総合案内板・表示、乗場案内、誘導サイン 

・その他特記事項 

 

４-３ 運賃・料金 

○路線バス・ちゅうバスの運賃は、次のとおりとなっている。 

 普通運賃 小人・割引運賃 シルバーパス 

路線バス 対距離区間制運賃（初乗り 

現金 180 円、IC178 円） 

小児運賃（１歳以上、小学生以下） 

障害者割引 

利用可 

ちゅうバス １乗車 100 円 

（平成 30 年度より IC 対応） 

専用回数券（21 枚つづり 2,000 円） 利用不可 

 

○お得な運賃など 

 名称 内容 

京王バス モットクパス 金額式 IC 定期券（１・３・６カ月、通勤・通学・特殊） 

小田急バス IC 全線定期券 １・３・６カ月・年度、通勤・通学 

1 日乗車券 １日間、大人 600 円・小児 300 円 

ナイスパス 満 65 歳以上の方を対象に、1 乗車につき現金 100 円で乗車できる特

別割引乗車券（1 ヶ月券 1,500 円、2 ヶ月券 3,000 円、6 ヶ月券 

8,000 円） 

ちゅうバス 乗継券 中河原駅、武蔵野台駅南口でのちゅうバス同士の乗継券を発券 

※バス利用特典サービスは 2021 年 4 月 4 日に終了 

 

４-４ 公共交通の利用促進 

○情報提供ツールとしては、ちゅうバスのマップ・時刻表、路線バス各社のバスマップ 

⇒統合版のバスマップ・時刻表等がない（バスに加え、タクシー・シェアサイクル・福祉交通など） 

 

４-５ WEB での情報発信・オープンデータ化 

○各社の HP、スマホ用の情報発信 

○バスロケーションシステム（京王バス・ちゅうバス：バスナビ.com、小田急バス：バスナビシステム） 

○国内 CP、Google での経路検索、オープンデータ化（GTFS-JP、GTFS-RT） 

 

４-６ 公共交通の運行環境 

○走行環境（道路渋滞・道路幅員・駐車車両による運行への影響） 

○乗場環境（駅前広場・バス停での正着、車両待機等の問題） 

○その他（ドライバー不足、コロナ対策、混雑情報の提供等） 

府中駅バス乗場 
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計画策定に向けた今後の進め方 

１. 令和 3 年度の進め方 

○令和３年度においては、計画策定に向けて、次の調査等を実施し、検討作業を進める。 

 ●民生委員や公共交通利用者へのアンケート調査の実施 

 ●ちゅうバス乗降者数調査の実施 

 ●ちゅうバス事業の評価検証 

 ●ビッグデータ（IC カードデータなど）の分析 

 ●調査結果を踏まえた課題・ニーズの深堀り 

 ●計画骨子案の作成（基本的な方針・目標や目標達成のための施策・事業など） 

 ●骨子案に関する市民参加イベントの実施 

 

 

 

 

 

 

。 

2. 令和３年度に実施する調査等 

2-1 市民アンケートの詳細分析 

○令和２年度業務で実施した市民アンケートについて、詳細分析（クロス集計等）を行う。 

○コロナ禍により行動変容が発生している可能性が高く、移動実態を適切に把握するため、コロナ発生

前・発生後の状況を把握するほか、生活を送る上で最低限必要な移動機会について把握する。 

○なお、コロナ禍での調査のため、集計数値の補正等が必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2 民生委員等アンケートの実施 

○各地区の高齢者や子育て世代の移動実態や外出時の困りごとなどを把握するため、地域の身近な相談相

手である「民生委員・児童委員」を対象としたアンケート調査を実施する。 

 

 

 

 

  

【実施概要】 

●調査対象 

 府中市内の民生委員・児童委員 

（172 名） 

●実施方法 

 郵送配布・郵送回収 

●実施時期 

 5/20（木）～6/9（水）の約３週間 

 

【調査項目】
項目 把握内容（概要）

担当地区
の現状

• 担当区域における公共交通の利用状況・利便性
• 交通弱者の移動手段
• 高齢者や子育て世代の買い物、通院などの移動実態
• 高齢者や子育て世代の外出時にあたっての困りごと

基本属性 • 担当区域

【分析項目】
項目 把握内容（概要）

年齢別クロス集計
• 年代別の移動ニーズや利用意向等を整理する。
• 特に、公共交通の必要性が高い高齢者の移動

ニーズ等を把握することで、より効果的な公共
交通サービスの検討を行う。

地区別クロス集計

• 市内をいくつかの地区に分け、地区ごとの移動
特性や公共交通に対する不満等を整理し、各地
区が抱えている問題点等を把握する。

※地区分けは、日常生活圏域（市内文化センター
管轄エリア／11地区）等を想定

外出目的別のOD分析
（居住地×目的地の
クロス集計）

• 日常的な買い物、その他の買い物、通勤、通学、
通院における移動状況を整理する。

公共交通利用の有無別
の満足度や不満点

• 非利用者が感じている不満点等を整理すること
で、運行サービスの改善点等の検討材料とする。
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2-3 公共交通利用者アンケートの実施 

① 路線バス利用者アンケートの実施 

○平日の昼間時間帯における路線バスの利用実態を把握する。 

○特に、府中駅から近距離区間での市内の利用（ちゅうバスとの役割分担）や、隣接自治体面への利用、

市外からの利用などを把握する。 

○また、バス利用者の自転車利用の有無や利用シーンを把握し、連携施策の検討に活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ちゅうバス利用者アンケートの実施 

○乗降者数調査で把握する利用実態を補足するとともに、「ちゅうバス」の導入目的・コンセプトを踏ま

え、利用者にとって重要度や満足度が高い項目を把握する。 

○他の交通モード（路線バス・自転車等）の選択肢の有無や転換可能性を確認し、「ちゅうバス」施策の他

分野への効果把握、「ちゅうバス」見直しによる影響把握を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ タクシー利用者アンケートの実施 

○市内におけるタクシーの利用実態や改善要望などを把握する。 

○タクシーの日常利用のしづらさの有無を把握し、改善施策の検討に活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-4 ちゅうバス乗降者数調査の実施 

○ちゅうバスの詳細な利用実態を把握するため、カメラシステムにより各停留所における乗降者数を自動

で集計するシステムを一時的に導入する。 

 

 

  

【実施概要】 

●実施方法 

 市内の主要バス乗場（府中駅等）で、バスを待っている方に対して調査員が調査票を配布し、郵送

にて回収を行う。 

●配布日時（予定） 

 ７月９日（金）10 時～16 時 

【実施項目】 

【実施概要】 

●実施方法 

調査員が「ちゅうバス」の全便の車内に乗り込み、調査票を配布し、郵送にて回収を行う。 

●配布日時（予定） 

 ７月９日（金） 

【実施項目】 

【実施概要】 

●調査対象 

 市内におけるタクシー利用者 

●実施方法 

 ①府中駅のタクシー乗場において、調査員がタクシー利用者へアンケート調査票を配布し、郵送回収

する。 

②タクシー車内においてアンケート調査票を備え付け、郵送回収する。 

●配布日時（予定） 

  ７月９日（金）１０時～１６時 

【実施項目】 

【実施概要】 

●実施方法 

 前後ドア上部に設置したカメラにより乗降の回数を自動で集計するシステムをちゅうバス車両全 20

台（予備車両２台を含む）のうち 10 台に一時的に導入し、全ルート・全停留所における乗降者数

を実施期間中でカウントする。 

●実施時期 

 ６月１日～計６月分のデータ収集 

●データ 

収集するデータは、停留所ごとの乗降の回数で、性別・年代など個人の特定につながる情報は含ま

ない。 

項目 把握内容（概要）

利用実態
• 利用路線、利用時間、乗降バス停
• 往復・片道利用、利用目的、利用頻度、支払方法など
• 路線バス以外の交通手段

利用者の評価 • 運行方法などに対する評価

回答者の属性 • 性別、年齢、職業、居住地（市内・市外）
• 運転免許の有無、自転車の利用状況

項目 把握内容（概要）
利用実態 • 乗降バス停、往復・片道利用、利用目的、利用頻度など
利用者の
評価

• 各コンセプトの項目に対する重要度と満足度
• 運行内容に対する改善意見

効果把握 • 「ちゅうバス」を利用する理由

交通手段 • 天気による交通手段の変化
• 「ちゅうバス」を利用しない場合の移動手段、利用頻度の変化など

回答者の
属性

• 性別、年齢、職業、居住地（市内・市外）
• 運転免許の有無、自転車の利用状況

項目 把握内容（概要）

利用実態 • 利用区間（乗降場所）
• 利用方法、利用目的、利用頻度など

利用者の評価 • タクシーの利用にあたっての改善意見
回答者の属性 • 性別、年齢、居住地（市内・市外）
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2-5 市民グループインタビューの実施 

○交通課題や施策の方向性を踏まえて、課題地域における課題の深堀りや今後の新たな施策・サービスの

検討のため、ターゲット（高齢者や子育て世帯など）を絞ってグループインタビューを実施する。 

○具体的な調査対象・実施方法は、各種調査結果を踏まえて課題地域の想定やターゲットを設定した上で

定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-6 現地踏査等（交通結節点や主要バス乗場等） 

○交通結節点や主要バス乗場における乗り継ぎ利便性や待合環境、乗場案内、情報提供などの実態・課題

を把握するため、現地踏査等を実施する。 

 

 

2-6 ビッグデータ活用・分析 

○ちゅうバスのバス停別乗降データ（車内カメラで観測）や、交通事業者から路線バス等のＩＣカードデ

ータ等を提供してもらい、その可視化・分析を行うことで、利用の多い・少ないバス停や利用区間（Ｏ

Ｄ）を把握し、課題整理及び将来交通網のあり方検討に活用する。 

○また、人流データ（東京都市圏パーソントリップ調査等）の集計・分析を行い、市内ゾーン間の移動実

態を目的別・交通手段別に整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 策定スケジュール 

 

 

 

 

【実施概要】 

●調査対象 

 課題地域の交通弱者の方（マイカーを持たない高齢者、子育て世帯など） 

※対象地域・対象者の選定は、アンケート結果や課題抽出、施策方向性の検討を踏まえて設定 

●実施方法 

市役所又は地区の集会所等において、インタビュアーが聞き取る 

項目 把握内容（概要）
日常の外出行動
と移動手段 • 免許の有無、車・バイク、自転車の保有状況と利用状況

外出時の障壁と気軽に
行きたい所

• 日常の買物、通院、用事等などでの外出先と外出回数
• 各地区からアクセスが悪い施設
• 公共交通利用時の困りごと（バス待ち環境や車内環境な

ど）
改善の具体的な
意見・提案

• 移動手段と所要時間（徒歩、自転車、車、送迎、バイク、
ちゅうバス、路線バス、タクシー、鉄道等）

参加者の
プロフィール • 住所、年齢、同居家族、居住年数

【実施項目】 

【実施概要】 

●調査対象 

 複数の交通モードが乗り入れている鉄道駅やバス停を対象とする。また、今後交通結節点となりうる

駅やバス停においても実施を検討する。 

 ⇒府中駅、分倍河原駅等を想定 

●実施方法 

調査員が現地を確認し、調査項目について、現状を撮影し、対象地ごとに整理する。 

項目 把握内容（概要）

乗り継ぎ
利便性

• 乗場同士の距離（駅改札⇔バス停間など）
• バリアフリー対応状況
• ダイヤの接続性 など

待合環境 • ベンチや屋根の有無、管理状況
• 周辺の施設立地 など

情報提供
• 電光掲示板（バスロケ）の有無
• 案内板の有無や連続性
• 案内板のわかりやすさ（掲示位置、ピクトグラムの見やすさ）など

項目 把握内容（概要）
車内乗車
人数

• 便別、バス停別の乗降客を集計することにより、利用者が多い区間や著しく少ない区間を把握し、
運行区間や運行時間帯の効率化の検討材料とする。

バス停別
乗車人数

• バス停別の乗降客数を集計することにより、利用者の多いバス停を把握し、交通拠点設定の検討材
料とする。

時間帯別
乗車人数

• 便別の利用者数を集計することにより、利用が多い時間帯や著しく少ない時間帯を把握し、運行時
間帯の効率化の検討材料とする。

その他 • 問題および課題の深堀りに必要と考えられる項目について、適宜、集計を行う。

【分析項目】 

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（１）公共交通に関する市民意向
　　等の把握・整理

　①市民アンケートの詳細分析

　②市民グループインタビュー

　③民生委員アンケート

　④路線バス利用者アンケート

　⑤ちゅうバス利用者アンケート

　⑥タクシー利用者アンケート

（２）庁内関係課等ヒアリング

（３）「ちゅうバス事業」の評価
　　検証

（４）地域公共交通の課題の整理

（５）計画骨子案の作成（基本方
　　針・計画目標・施策事業）

（１）地域公共交通協議会等の運営

　①地域公共交通協議会 ①3/3 ①7/2 ② ③ ④

　②地域公共交通計画策定検討
　 　部会

①6/2 ② ③ ④

（２）市民参加イベント

（３）議会･都市計画審議会

※乗降者カウントシステム

Ｒ
３
年
度
業
務

共
通

Ｒ３年度

配布・回収 集計・分析

配布・回収 集計・分析

詳細分析

配布・回収 集計・分析

配布・回収 集計・分析

実施 分析

計画骨子案
意見反映

●課題整理の方向性

●市民アンケートの

集計結果の報告

●各種調査結果の

報告

●ちゅうバス検証

●計画骨子案（現況・

課題・基本方針・施

策体系等）

●市民参加イベ

ントの報告

●意見反映方法

準備 システム稼働


